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第6回作業所長講演会

はじめに

あなたは、20歳のあなたに
自分の仕事を
『ぜひやってみて！』 と
自信をもって言えますか？
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第6回作業所長講演会

自己紹介

なぜ、建設業（ゼネコン）で働こうと思ったの？

・スケールの大きな建物を創るのが格好良い
と思ったから

・学生時代の学びを活かした仕事がしたかっ
たから

・お給料が良さそうだったから

P.2



第6回作業所長講演会

自己紹介

1996年、バブル崩壊後の建設業

私が “施工管理をやりたい” と

言って受け入れてくれたのが
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第6回作業所長講演会

自己紹介

足立 有希（あだちゆき）

１９９６年入社 ４９歳

前田建設工業㈱

東京建築支店

本郷桜蔭学園作業所長
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第6回作業所長講演会

会社に入ってからの27年半

1年目 5年目 10年目 15年目 20年目 25年目

施工管理 施工管理

事業戦略

施工管理

本社研修
→ 総合企画

〈建築〉事業企画

「集合住宅」

「病院・老健施設」

リテール事業

の立上げ

企画設計と顧客プレゼン

建築事業の企画運営

インフラサービスの創生期

自然エネルギー施設

企画，事業化，資金調達等

10年ぶりの現場復帰

「広島駅前再開発」

「晴海再開発」

「桜蔭学園建替計画」

企画エンジ
ニアリング

P.5



第6回作業所長講演会

リテール事業「なおしや又兵衛」
P.5-1
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五葉山太陽光発電事業
P.5-2



第6回作業所長講演会

広島駅南口Ｂブロック市街地再開発
P.5-3



第6回作業所長講演会

晴海五丁目西地区市街地再開発
P.5-4



第6回作業所長講演会

桜蔭中学校高等学校東館建替計画
P.5-5



第6回作業所長講演会

ここで、もう1回

あなたは、20歳のあなたに
自分の仕事を
『ぜひやってみて！』 と
自信をもって言えますか？
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第6回作業所長講演会

建築事業に係る職員の離職状況

■ 過去10年の離職率は減少傾向

■ 退職者に占める年代別の人数は
20代・30代が多い傾向

であるものの・・・

■ 2019年以降は20代が約半数を
占めている
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第6回作業所長講演会

メンタル不調や内勤希望を訴える職員の存在

自分の許容量を
超えた仕事に

耐えられなくなる

仕事のダメ出し
ばかりでモチベーション

が上がらない
残業時間が多くて
気力も体力も限界

内勤のほうが労働環境
が良さそうだから

異動したい
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第6回作業所長講演会

主な離職の理由

■退職理由は 「実家などの事業継承」

が最も多いものの・・・

①業務ミスマッチや長時間労働への不満

②メンタル不調

③結婚や、配偶者勤務の都合
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第6回作業所長講演会

これらの状況を受けて
できることは？

現在進行形へのアプロ—チ現在進行形へのアプロ—チ

未来へのアプロ—チ未来へのアプロ—チ

そこで・・・
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現在進行形へのアプローチ

・現場勤務から内勤を希望する職員の心理

・もっとプライベートも充実させたいという気持ち

・現場で働くことに対して感じている大きな負担感

・技術屋として持続けて欲しいものづくりへの想い

・・・etc.

これらの感情・想いへ寄り添うことの重要性
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現在進行形へのアプローチ

✔ 現在働いている職員が「現場で」

働き続けたいと思えるには

✔ 女性でも男性でも「現場で」働き続ける

ことが容易になるには

✔ 「現場で」働くことが他の業務と差が

無いと感じられるには
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第6回作業所長講演会

現在進行形へのアプローチ ①
134 休⽇

⽉ ⽕ ⽔ ⽊ ⾦ ⼟ ⽇
31 1 2

⾜⽴ 1.0 2.0
定岡 1.0
⽥島 1.0 2.0
岩佐 1.0
⼩俣 1.0
川上 1.0 2.0

3 4 5 6 7 8 9
⾜⽴ 3.0
定岡 2.0 3.0 4.0
⽥島 3.0 4.0
岩佐 2.0 3.0 4.0
⼩俣 2.0 3.0
川上 3.0 4.0 5.0

10 11 12 13 14 15 16
⾜⽴ 4.0 5.0 6.0
定岡 5.0 6.0
⽥島 5.0 6.0
岩佐 5.0 6.0
⼩俣 4.0 5.0 6.0 7.0 8.0 9.0 10.0
川上 6.0

17 18 19 20 21 22 23
⾜⽴ 7.0 8.0
定岡 7.0 8.0
⽥島 7.0 8.0
岩佐 7.0 8.0
⼩俣 11.0 12.0
川上 7.0 8.0 9.0

24 25 26 27 28 29 30
⾜⽴ 9.0 10.0 11.0
定岡 9.0 10.0
⽥島 9.0 10.0
岩佐 9.0 10.0
⼩俣 13.0 14.0
川上 10.0 11.0

35 ⽇ 残り⽉数 6 ヶ⽉

⽉当り「⾃分だけの」お休み設定⽬標⽇数
⾜⽴ 定岡 ⽥島 岩佐 ⼩俣 川上
8.2 5.1 6.8 5.8 2.8 5.7

１０⽉ ⽬指せ！年間

10⽉〜3⽉休⼯⽇

134 休⽇

⽉ ⽕ ⽔ ⽊ ⾦ ⼟ ⽇
31 1 2

⾜⽴ 1.0 2.0
定岡 1.0
⽥島 1.0 2.0
岩佐 1.0
⼩俣 1.0
川上 1.0 2.0

3 4 5 6 7 8 9
⾜⽴ 3.0
定岡 2.0 3.0 4.0
⽥島 3.0 4.0
岩佐 2.0 3.0 4.0
⼩俣 2.0 3.0
川上 3.0 4.0 5.0

10 11 12 13 14 15 16
⾜⽴ 4.0 5.0 6.0
定岡 5.0 6.0
⽥島 5.0 6.0
岩佐 5.0 6.0
⼩俣 4.0 5.0 6.0 7.0 8.0 9.0 10.0
川上 6.0

17 18 19 20 21 22 23
⾜⽴ 7.0 8.0
定岡 7.0 8.0
⽥島 7.0 8.0
岩佐 7.0 8.0
⼩俣 11.0 12.0
川上 7.0 8.0 9.0

24 25 26 27 28 29 30
⾜⽴ 9.0 10.0 11.0
定岡 9.0 10.0
⽥島 9.0 10.0
岩佐 9.0 10.0
⼩俣 13.0 14.0
川上 10.0 11.0

35 ⽇ 残り⽉数 6 ヶ⽉

⽉当り「⾃分だけの」お休み設定⽬標⽇数
⾜⽴ 定岡 ⽥島 岩佐 ⼩俣 川上
8.2 5.1 6.8 5.8 2.8 5.7

１０⽉ ⽬指せ！年間

10⽉〜3⽉休⼯⽇

自身の休暇を
マネジメントしよう

コア日以外は誰かしら
が休んでいる状態が
通常モード
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第6回作業所長講演会

現在進行形へのアプローチ ②

完璧を目指さない
個人の仕事の完成度

は70％でＯＫ！

時間をかけるのは悪
そこから先はみんなで
ブラッシュアップ
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第6回作業所長講演会

現在進行形へのアプローチ ③

家事・育児への
参加のし方を
考えて実行

皆、子育て世代
それぞれの方法で
育児を行っています
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第6回作業所長講演会

現在進行形へのアプローチ ④

社内の力 使えるものは全部使う

私の強みは本社勤務をした１０年間
職種を問わず協力を仰ぎます
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第6回作業所長講演会

現在進行形へのアプローチ

休めない

仕事が終わらない

プライベートがない

仕事が面白くない

これらの「ない」を無くしたい
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第6回作業所長講演会

現在進行形へのアプローチ

いま働いている仲間を活かし

未来の力になってもらう

P.18



第6回作業所長講演会

未来へのアプローチ

・現場は近寄りがたいというイメージ

・建物をどうやってつくっているのか
知る機会が無い

・現場のなかを見てみたいという興味

・現場で働くのはどんな感じなのかという不安

・・・etc.

このような想い・好奇心への積極的な働きかけ
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第6回作業所長講演会

未来へのアプローチ

✔ 建設している「現場に」興味を

もってもらうには

✔ 「現場に」は興味深いことが詰まって

いるのを知ってもらうには

✔ 社会に出る前の皆さんに「現場で」

働くことをイメージしてもらうには
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第6回作業所長講演会

未来へのアプローチ ①

まずは現場に
興味をもって！

現場って何だか近寄り難い
そんな先入観を軽減したい
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第6回作業所長講演会

未来へのアプローチ ②

クラブ活動と
連携した

見学会開催

実際に見てみると
興味深いことがいっぱい
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第6回作業所長講演会

未来へのアプローチ ③

工事に関する情報誌の発行
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第6回作業所長講演会

未来へのアプローチ ④

自身の経験を
若い世代に紹介

中学生，高校生，
理系の学生．．．
機会があればどこへでも
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未来へのアプローチ

未来を担う若者たちに

建設に興味をもって知ってもらう
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第6回作業所長講演会

現在進行形へのアプロ—チ現在進行形へのアプロ—チ

未来へのアプロ—チ未来へのアプロ—チ

人財確保のために
P.26



第6回作業所長講演会

私は

20歳だった時の自分に

P.27

やはり この仕事は
『ぜひやった方が良い！』
と伝えたい


